
（様式１） 

平成２５年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

 （整理番号） 
  ０９０ 

提案機関名 横浜農業協同組合  

 

 要望問題名   
   生トウフ粕の利用による黒毛和種牛の多頭肥育について 
 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 
   １９～２３年度試験研究において、黒毛和種牛に対する生トウフ粕給与による肥育試験が実施さ

れ、５０％生区、５０％発酵区、７０％発酵区において供試牛平均ＢＭＳが８．７～９．３、７０％生区で

も６．５、枝肉重量も４５０ｋｇ以上と高い成績が報告された。 
ローコスト飼料であるトウフ粕肥育でこの様な高い肉質成績が出されたことは、今後生産農家に対

し普及性のあるものと考えられる。 
しかし、現状の生産サイドでは多頭肥育が主体であり、個別飼いの生産は殆ど見ることが無い。

今度普及を行う上で生産現場に合った成果が必要であることから、群飼によるトウフ粕肥育試験の

実施をお願いしたい。 

解決希望年限 
①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応を希望す 
る研究機関名 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 
  備 考 

   
※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 
 回答機関名 

農業技術センター畜産技術所 担当部所 
企画研究課 

  

 対応区分 
①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 
 高品質牛肉の生産技術の開発 
 対応の内容等 
ご指摘の通り肥育農家においては群飼による管理が一般的であり、成果の普及に際しても群飼で

の試験データは農家にとって大いに参考・必要になると思われます。 
 よって、平成 25年度に上記課題で用いる試験牛を群飼管理することによりデータ収集に努めてまい
ります。 

 解決予定年限 
①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備 考 

 


